
Title 英国の「インダストリヤル、ユニオニズム」
Sub Title
Author 堀江, 帰一

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1920

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.14, No.1 (1920. 1) ,p.23- 43 
JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19200101-

0023

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


谘
十
W
饴

(

二if.)

論

0

肫
擗
婦
人
勢
働
，問
題

 

第

一

號
' 

ニ
ニ

な
'る
を
示
す
所
以

.に
し
て
、只
だ
之
れ
が
減
；少
の

「

程
度
に
翠
ゥ
て
は
'自
炉
ら
企
業
家
の
利
害
得 

失
を
呑
慮
の
內

.に，入
れ
ざ
る
を
得
ず
、何
と
な
れ
ば
斯

く

の
如

&
.時
間
の
鱗
少
が
企
業
家

R
ど 

ら
て
著
し

&

損
失
を
：意
味
す
る

«

合

R

於
て
は
，彼
等
は
旣
婚
婦
人
勞
働

*

を
各
自
の
工
場

'

S

 

:ょ
卜
解
厢
す
る
に
翌
る
可
く
、其
結
果
、婦
入
勞
働
者
は
家
內
工
業
に
赴
く
可
き
も
、然
か

i

內 

エ
槳
は
エ
場
エ
業
に
比
し
て
其
勞
鈒
低
き
を
滞

V
J

す
る
を
以
て
彼
等
の
生
活
は
之
れ
が
爲
め 

に
.
.少
か
ら
ざ
る
腿
抑
を
被
む
る
に
至
る

¥

し
、吾
人
は
此
の
-場
合
に
於
て
企
業
家
を
し
て
左
迄 

多
く
の

機
牲
を

0

は
し
め

t

し
て
睇
婚

.
0
入
勞
働
著
を
使
役
し
得
る
方
法
と
し
て
半
休
制
度 

(Halbzeitsystem)

の
有
效
な
る

 

'
ど
を
主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り

•即
ち

X

場
內

R
於
て
旣
她 

婦
人
勞

.働
潴
が

0

俯
せ
ら
る
ゝ
場
合
に
は

®

通
一

.
人
の

«

人
勞
働
者
が

.從
事
す
可

&

處
に

te 

0

婦
人
勞
働
奢
一
一
人
を

B

て
し
、其

」

入
を

.ギ
前
に
他
の
一
人
を
午
後

K

一
 

週
交
代
に
使
役
す 

る
に
於
て
は
自
か
ら

&

等
の
旣

«
婦

入

，
勞

働

者

は

：'
一

 

面
家
庭
に
於
け
る

S:
督
の

®:
を
襻
げ
得
：
 

る
こ

k

以
前
の
場
合
に
比
し
て
龜
か
に
大
な
る
ビ
共
に
、其
間
家
內
エ
樂
に
從
事
し
得

る

こ

ビ
 

は
自
か
ら
家
計
上
に
於
け
る
收
入
を

if
加
し

-得
る
結
果
マ

」
な
る
に
至
る
可
し
、吾
人
は
母
性
的 

地
位
ビ
エ
場

H

寒
ミ
の

.
間
に
深
き
矛

®

の
辟
す
：る
こ

v
j

を
認
む
る

i

の
'な
る
ビ
典
に
、之
れ
が 

矛

®

を
を
比
較
的
少
く
す
る
方
法
と
し
て
は
、彼
等
の

X

場
内
に
於
け
る
就
業
時
間
を
減
少
せ
，
 

し
む
る
こ
と
絕
對
じ
必
耍
な

&

-̂
信
ず
る
も
め
な
办
。

(

完)

英
國
の

1
ィ
ン
ダ

.
ス
ト
タ
ヤ
ル
、
ユ
ニ

-ォ
二
ズ
ム

」

:

^

 

I

.1
'

 

.

千
九
西
十
九
年
版
，の，勞
働
年
鑑
に
據
で
‘英
國
職
エ
組
合
の
趨
勢
を
窺
ぅ

に
、
組
合
の
數
ば
近 

年
次
第
に
減
少
し

1

方
に
組
合
に
腐
す
名
勞
働
者
の
數
は
漸
を
以
て
、®
加
す
る
事
實
の
歷
然 

々
る
も
の
ぁ
り

.。

M

に

千
八

'0
九
十
九
年

_£

千
九
西
十
六
年

ぐし
を
比
®
す

る
に

前
者
に
於

' T 

は
組

合
の
數
一

千
：三
苗
十

'所
樹
勞
働

0

の
數
西
八
十
六
萬
九
百

+

三
、I

組
合
所
腾
平
均
勞
働 

者
の
.數
一
千
四
百

一一
十
人
な
彡
し
に
、後
者
に
於
て
は
、組
合
の
數
は
一
千
百
十
五
に
減
少
し
た

.
 

る
に
拘
は
ら
ず
、組
合
員
の
數
ば
四
哲
三
十
九
莴
九
千
六
百
九

■十

六

に

.僧
加
し
、

®V

一
 

組
合 

所
觸
平
均
勞
働
蒋
の
數
亦
三
千
九
西
四
十
五
人
に
增
加
し
た
り
。
職

X

組
合
を
し
て
爾
潜
に 

對
し
て
、勞
働
條
件
の
決
定
に

ガ
、分

の
勢
力
を
發
揮
せ

し

む

る

に
は
、各
純
の
組
合
の
上
に
、聯
合 

會
を
設
立
し
、聯
合
會
統
率

-0
下
に
、所
燭
組

#

を
し
て
聯
合
的
行

•跡
に
出
で
し
む
る
を

1

M 

^

妨
十
四
怨

(

二
三

〕

論
‘

睨
菸
网
の

「

i

ダスト

9
ヤ
'

i
lナI

r
i
」 

，第.一

號
二
三



m

十
W

怨

(

二
四，■} 

•論
.

訛

焚
^

のf

ィ
ゾ
ダ
ス
ト”
ャ
ル
、
ュ

11.

?

'*
;

ス
ム」

‘

.

第

I

號

ニ
四

す
る

ビ

典
に
、職
工
組
合
は
他
の
組
合
と
合
饼
を
計
畫

-b
、1

組
合
を
し
て
從
來
ニ
個
以
上

0

M
 

:

合
の

.
有
し
た
る
勢
力

.を
擁
せ
し
む
る
も
、他
の
一
輩
た
る
を

失

は
す
。
前
者

h

©?
^r
d

云
ひ
、
後 

激
を
合
併
ビ

S

D1
其
名
獬
を
與
に
す
る
が
如
ぐ
、其
效
杲
に
於
て
も
亦
異
な
る
も
の
な
き
を
得 

ず
。
英
國
の
職
工
組
合
が
前
記
の
統
計
に
於
て
示

3

る

>
が
■如
く
、組
合
其

も

の

、
數
を
減
じ 

て
、所

■
組
合
員
の

'數
に
增
加
を
吿
げ
た
る
は

®
す
る

‘，に
各
禪
組
合

.の
：間
に
合
併
の
行
は

■.る
.
.
、

. 

,

據
な
む
ビ
す
可
し
。
然
：ら
ば
何
故
に
職
工
組
合
は
近
時
に
，

至
'

て
、特
，に
他

^
合
併
し
て

®

卜
 

大
を
成
さ
ん

w

し
つ
 

>
ぁ
る
か
、一

;

個

0
問

@

衣
る
；を
失
は
ざ
る
な
り
？

元
來
職

H

組
合
の
沿
苹
に

：：

據
れ
ば
、組
合
ぞ
親
織
：す
る
に
就
て
は
、三

M

0

M
な
れ
る
主
_
の
 

存
す
る
を
見
る
可
し
◊
第
二

 

.技
エ
駔
合
主
義

o
落

u
no-
a
s
m

)

策

1
1

職
業
的
組
合
主
義

(occupatio­

nal 

u
m
o
n
l
s
m
)

第
三
産
業
的
組
合
主
義

(Industrial 

unionism) v
j

稱
せ
ら
る

'

>

 

も

の
是

1
な
り

。
：

^

一
の
技
エ
組
合
主
義
は
英
國
勞
働

.者
圈
體
の
形
態
ビ
し
て
、最
ギ
舊

|式
：に
屬
し
、或
る
一
の
產
業

':
;
 

上

.
に

於

け

る

課

程

又

は

，
互

に

：
類

似

す

，，
る

ニ

三

.

課
程
に
從
事
す
名
勞
働
；考
飢
に
組
合
を
紙
織
す 

る
を
以
て
、其
本
旨
と
す
。
或
は
鶴
鐵

X
組
合
ビ
云
ひ
•或
は
煉
化
工
組
合
と
^
ふ
の
類
な
り

o 

此
视
の
組
合
に
於
て
は
滅
合
間
に
於
け
る
關
秦
密
极
に
し
て
、利
害
^
融
和
す
る
も
の
あ

b

と

雖
も
、元
來
成
立
の
由
來
ょ
纥
規
模
の

.狹
小
な
る
を
常
と
し
、隨
て
傭
者
に
對
し
て
.或
る
要
求
を 

爲
す
場
合
に
、他
，の
組
合
の
援

f
 

f
ざ
れ

I

s

'a
す
る
に
雛
く
、

S

温
れ
る
に
當 

り
、之
に

*處
す
る
財
力
も
亦
制
限
せ

ら
る
、
を
免
が
れ

t

第
.一一.の
職
業
的
組
合
主
義
ど
稱
す 

る
は
同
純
職
業
に

'從
.事
す
る
勞
働
薪

.間
に
，於
け
る
團
結
に
し
て
、或
ゆ

■機
.械
X■組
合
と
.云
ひ
，或 

は
：商
築
エ
組
合
、坑
夫
組
合
？

S
ふ

が

如

き

，
此

適

例

•な

!)
：

。
.英
.國
，に
於

.：て」

：從
來
職
エ
亂
合

0
發 

雄
し
て
、今
日
に
至
れ
る
は
、姊
ら
此
形
式
に

’依
れ
：る

4

0
な
る
が
、近
，時
に

.里
り
、
31
に
組
命
の
組

.

 

.

. 
:

 !

•

 

.

.

.

.

.

織
：に
關
し
て
、別
種

.の
生
義
を
生
じ
た
り

0 

.
産
業
：的
組

.合
主
義
，は
即
：ち
是
：れ
.に
し
て
、i

の
傭

* 

又
は
：1

®

の
俯
翁
に

,使
•役
せ
ら
る
、
總
て
の
勞
働
潜
を
舉
げ
て
、

t
0ff
l
合
に
熾
せ
し
め
、從
來

の
組
合
に
對
す

.る
大
同
，團
結
を
以
て
、任
ず
る
を
其
本
旨
と
す

。

!

-

;

.

'
 

: 
.

.

.

.

.

.

.
 

-
 

.

.

.

. 

.
;

元
來
職
エ

.組
合
の
：起
る
：や
、勞
働
者
：間
'に
，於
け
る
自
治
的
國
結
を
以

.て
、其
趣
意

V
Cす
る
も
の 

な
，る
が

'故
に
、技
工
組
合
主
義
に
：於
け
る
が
如
く
、利
害
關
係
、の

」

.致
せ
る
潜
の
問
に
圈
結
を
組 

織
し
、1

致
協
力
以
七
傭
考
に

.：當
\
最
も
有
利
友
：る
圈
體
的
協
：約
を
爲
さ
し

^
る
ほ
、能
く
組
合 

e
:a
的
を
貢
徹
す
る
所

'以
な
ぅ

u
s
i

め
.ざ
る
可
か
ら
ず
。
啻
に
然
る
の

^
な
ら
ず
、技
術
の
-程 

度「

ま
る

‘高
：く
、且
つ
典
高
き

0

Mの
略
ぼ

_

-な
る
' 勞
«

*
の
，み
集
ま

.

.て
、小
.規
模

0

«合
，を

铬
十
四
卷(

1:
5!
:
,〕 

0
.
郸
英
國
の「

ィ
シ
ダ.ス
ト
？
ァ
ル
、
コ：
ニ
ォ1

【

ズ
ネ」 

，

笫」

取

ニ

.
：

4



饿

十

四

港(

ニ
六〕

論
！！

興
國
のT

ィv

ダ
-
ス
ト
V

ャ
'

〒
？

ラ
ス
と

 

笫一

號

ニ

六

組
織
す
る

w
.

き
は
、能

く
.

一
 

の
市
場

.に
於
て
、技
術
の
供
給
：を
其
組
合
に
獨
占
す
る
を
#
る
を
以 

て
、此
地
位
を

.擁
し
，て
、組
：合

は

傭

者

ビ

&

好
な

.る
勞
働
條
件
を
決

.足
す
る

'を

#

ベ
く

、
他

の
同
種 

職
土
が
熟
練
の
程
度
を
，進
め
て
、組
合
の
維
持
し
つ
、
ぁ
る
標
準
に
達
せ
ざ
る
服
り
、永
く
如
上 

Q
'

地
，位
を
保
持
す
る
を
得
べ
し

.0
而
し
て
時
に
同
種
職
工
中

•右
の
程
度

v

に
.技
.術
の
標
準
の
上

. 

難
し
た
る
恭

fc
^
c
vと
す
る
も
、一
時
に
多
數
者
の
輩
出
す
る
に
非
ず
、自
.ら
典
數
に
限
り
あ
る
を 

以
て
、菇
等
を
漸
次
組
合
に
網
羅
す
る
の
方
針
に
出
づ

■る
と
き
は
、組
合
自
ら
組
合
員
の
爲
め
に
、
 

K

制
限

.的
地
位
を
永
續
す
な
に
困

*

を
感
せ
ず
、然

ら
ば

小
規
模
の
組
合
が
解
散
し
て
、他
の
組 

合

V
J

合
併
し
、大
な
る
組
合
の
下
に
、時
に
不
利

な

る
決
議
に
服
從
す
る
こ
と
を
强
ひ
ら
る
、
を 

;

不
可
な
ビ
す
る
は
當

.
然

，
に

し

て

、
技

H

組
合
主
，義
な
る
も
の
、、多
年
に
亘
卜
て
文
持
せ
ら
れ 

た
る

.が
如
き
、偶

.
f

l

る

管

。

；：

,
'
”

.
ズ 

、

然
る
に
技
エ
組
合
主
義
が

*

次
變
遷
し
て

'職
：業
的
組
合
主
義
に

*

移
す
る
は
何
故
な
る
か
。
 

其
雄
本
の
原
因
は
前
镡
の
主
籤
，を
以
て
し

て
.

は
.、充
分
に
勞

•働
渚
園
結

.の
®
分
を
成
就
す

る
を 

得
ざ
る
を
以
て
な
り
。，

-
蓋
し
職
エ
紙
命
の

：

職
務

S
し

_て
、共
濟
的

k

M
す
る
も
の
ど
、

»
_
的
に 

M
す
る
も
の
ビ

 

一|

M

の
別
あ
ケ
、

m

代
に
於
て
は
共
濟
的

a

分
に
比
較
し
て
、

M

#
的
職
分
の

®

大
な
る
意
義
を
布
し

#
'働
者
の

.祉
會
的
，地
位
を
上
進
す
る
に
、效
果
の
犬
な
る
は
、吾
輩
が
幾
多 

の
機
會
に
於
て
、

ft
述
し
た
る
所
な
り

。

s

 H

組
合
主
義
に
依
る
と
、

«1
業
的
組
合
主
義
に
依 

る

^
、典
孰
れ
を
以
て
し
て
、職

H

組
合
を
し
て
能
く

 
土 
0 

ニ
種
の

®

務
を
盡

3

し
ひ
る
を
得
る 

や
ヒ
云

广

ば
、其
前
者
；に
非
ず
し
て
、後

者

K

外
な
ら
ざ
る

z
.
^
を
認
む
る
を

.#
ベ
し
。
共
濟
的 

職
務
に
就
て
考
ふ
る
に
、多
數
の
組
合
員
を
有
し
、肖
つ
事
務
の
，繁
多
な
：る
組
合
は
小
規
模
の
組 

合
义

b
，も
、財

政

上

の

基

磷

K
於
.て
、鞏
固
な
、る
を
得
る
の
み
な
ら
ず
、職
エ
組
'合
が
鬪
爭
的
職
分 

の
.一.

ビ
し
て
、同
盟
擺
業
を
行
ふ
：場
合

•に
就
て
考
ふ
る
に
、大
規
模
の
組
合
が
同
盟
罷
業
を
敢
行 

し
て
、其
目
的
を
果
す
に
、大
な
る
便

f

有
す
る
や
、論
.を

俟

た

ず

了

殊

に

今

日

の

.勞
働
.
議
に 

於
て
は
、傭
潜
：は
勞
働
者
，が
同
盥
罷
業
を
行
は
ざ
る
に
先
だ
ち
て
、勞

.働

*

^
腿
バ
迫
し

*又
勞
.働
者 

ば
傭
者
が
间
盟
解

«

を
«

柠

：せ
ざ
る
間
に
於
て
、«

者
を
蟬
袈
し
、以
て
勞
働
條
件
を
變

E

せ
し 

む
る
を
策
の
上

.乘
を
得
た

.る
も
：の
ど
す
可
く
¥

議
を
重
ね
て
、慘

.儋
た
る
狀
況
.の
下

 

'に、事
件
を 

解
決
す
る
が
如
暴

'の
：可

な

るを
！！

む
る
能
は
ず
。

斯
；る
場
合
；に
ft
合
の
規
模
の
大
小
は
實 

際
に
如
何
な
る
關
係

.

.を
有
す
：る
.や

ビ

云

ふ
に

、

小
規
模
の
組
合
に
し
て
孤
立
の
地
位
に
居

S

も 

の
ぼa

)

財
政
上
の

«

カ
雜
弱
に

.し
セ
、長
湖
の
同
駔
擺
業
に

.輝
ゆ
る
能
ば
ず
、

K

v
il
期
に
耳
る

-

第
十
四
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セ
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論
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英
國
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ィ
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ト
1
ャ
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、
ユ
ニ
方
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ム」 
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ニ
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可
き
同
盟
罷
業
を
決
行
す
る
に
就
て
、躊
躇
す
る
を
免
か
れ
ず

(

ニ)

辦
議
に
齦
ん
で
、傭
者
の
爲
-め 

に
祝
合
を

«

破
，
'せ
ら
る
可
..ぐ

fe
令

ひ
其
粗
合
が
熟
練
，勞
働
潘
の
み
に
依

V
、

組
織
，せ
ら
る
 
> 

ぢ 

す
る
も
、俯
蒋
は

_
#
.議
に
接
す
る
や
、聊
か

.熟
練

0

程
'度
の

#

れ
：る
者
を
：使

.役
し
、又
は
機
械
の
利 

f
tを
®
に
し
て
、以
て
耝
合
所

0
,

0,
0
«

の
行

.ふ
罷
業
に
對
抗
す
る
の
，字
段
に
出
づ
可
き
が

' 故 

に
、寧

I

の
組
合

0
行
ふ
同
跟
腿
業
は
成
功
す

る

の
機
會
に
乏
し
き
：の
嘆
を
免

.か
れ

t
。
玆
に 

於
で
か
熟
練
勞
働
者
は
技
術
：の

'同
等
：な
る
，
.者
.の
K1
J

R
於
て
、組
命
を
駔
織
し

#
:同
，等
な
る
者

|1 

.*め
：：

て
，組
合
に
網
羅
す
る
の
み
な
ら
す
、熟

」
練
の
：程
度
の
劣
れ
：る
'者
を
も
駔
合
に
網
羅
す
る
を 

必
要

■と
し
、小

な

o'
ff
i

合
は
他
ど
合
し
て
、宜
し
く
其
.大
を
成
す
の
方
針
に

^
'は
ざ
る

'可
か
ら
ざ 

る：
.の
道
理
な

-
®
'
o 

.

. 

バ

ニ

'■
'-
 

' 

■
',

■

然
れ
ど
•も
斯
く
職
工
組
合
の
規
模

.を
大
に
し
、以
て

.傭
者
に

' 對
抗
ず
る
實

*

を
®
な
ら
し
む 

る
場
合
に
、聯
合
の
形
腿
を
以
て

す

る

ビ
、合

' 

饼
の
形
：能
を
以
：て
，す
る
と
、孰
れ
を
可
な
り
ビ

す
る
：
や
は
、一
個
の
間

.題
な
む
。；

.紐
合
の

»

合
，は
組
合
.自
身

0,
寫
思
：
に

依
て
、自

*

に

行
は
る

れ 

ど
も
、組
合

の

合
併

.に
就

で

は
、千
九
百
十
七
年
職

H

駔
合
々
併
法
な
る

^>

の
制
定
せ

ら
れ
、從
來

千

A 

W
七
十

六
年
の

_

x:
組
合
法
修
正
法
に
據

• 

b、各
組
合
に
於
け
る
組
合
員
三
分
の
ニ
以
，上 

の
同
意
に
依

て
、
合
併
す
る
を
得
る
規
定
を
改
正
し
、谷
組
合
に
於
て
投
票
權
を
有
す
る
半
數
以 

上

?)
組
'合
員
出
贖
し

&
對
投

M 

'
に
對
し
て
、一
一
割
以
上
を
超
過
す
る
賛
成
投
鎮
あ
る
艺
き
は
、合 

併
の
決
議
を
成
立
せ
し
む
る
を

#

る
こ

£

>

し
た
り

0
.
故
に
職
エ
組
合
の
合
併
は
法
律
上
の 

規
定
に
依
て

‘、之
を
使
疽
な
ら
む

.
0る
の
勢
に

.居
る
も
の

艺
|
|

む
る
を
得
べ
し
。
唯
職
工
組
合 

が
#

合
會
に

'統
率
せ
ら
れ

.：で、各
組
合
の
關
係
を
律
む
«
合
各
自
の
間
に
於
け
る
獨
立
を
維
持 

し
、叉
：
®

性
を

.發
揮
し

.つ
、
あ
る
場
合

w

紙
，合
間

.に
行
は
る

\
<
2併
の
下
，に
、ニ
以
上
の
組
合
か 

全

然

1

個
の
駔
合
：に
：化
し
去
る
場

.合
と
を
比

®

しV
、

其
沏
に
，著
レ
き
相
違
を
生
ず
る
は
、樑
準 

賃
銀
決
定
の
場
合
_に
於
て
：然

.る
を
見

.る
可
し
。

蓋
し
職
工
組
合
が
前
：記
の
技
エ
組
合
主
^

の 

下」

1
、技

15
上
の
罈
準
の
相
匹
せ
る
*
の
み
を
組
合

.に
網
羅
ず
る

V

J

A

H標
：準
賃

m

の
制
を
立 

.り
る
ご
る
の
容
易
な
る
ビ
共
に
、之
を
傭
謂
に
嬰
求
し
て
、其
承
認
を
經
る
乙
ど
も
亦
極
め
て
自 

然
な
る
を
得
ベ
し

.

雖̂
も
«
業
的
組
合
主
義
に
據

V
、單
に
同
一
の
職
業
に
從
事
す
る
の
故
を 

::
以
て
パ
職

_エ
の
組
合
に
加
入
、す
、る
乙
と
を
許
し

V

其
苞
す
る
技
術

0

標
準
に
就
て
、餘
衡
の
嚴
峻
を 

,
缺
ぐ

W

 

§,
は
、標
準
賃

.銀
を
決

.定
し
、又
：之

.を

*

持
，す
：石
場
合
に
、或

.る
®
®
:
の
人
爲
的
'支
亂
を
洳

鸽
V
四

猞

(

ニ
九)

論
，‘
說
英
掘

0

7
ン
ダ
ス 

ャ
か
、

ム

し

,

m
J城

二

九
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H
O

へ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
が
來
英
國
の
職
ェ
組
合
は

.龃
合
加
入

0
:資
格
を
嚴
傘
に

.
し
て
、自
ら
制
限
：：
 

的

f

以
て
居
次

t

s

e

m

l

l

fし
む

i

か
、5

組
合
所

I

働
哲
の
數 

を
多
く
し
、假
令
ひ
勞
働
上

0
,挟
術

に

於
て
は
、懸

'|»
ぁ
P 

€
.す

名
も

^'
數
の
威
力
に
依
賴
し
て
、
 

以V
,

勞
働

.條
件
の
改
善
を
傭

'者
に
强
ゆ
る
を
可

'な
ぅ

.と
す
る
か
、岐
亂
に
迷
へ
る
の
趣
な
§
を 

得
ざ
む
き
。

.技
ェ
組
合
主
義
の

」
純
乎
た
る
形
式
の

i
:
.
Q
,
に
比
較
せ
ん
か
、職
業
的
組
合
は
聊
.か 

紐
合
ホ
に
不
純
の
分
子
の
浪
人
を
許
す
跡
の

W

K
な
る
を
蔽
ぅ

'
.能
は
：ず
，然
も
技
ェ
組
合
で
職 

業
.的
組
合

ビ 
'の
間
：に
：海
す
る
差
違
ば

程

度
の

問
遡
に
し

て
、•

の
本
.質
に
深
く
關
係
す
る
も
の 

と
見
る

"可
か
ら
ざ
る

.な

b
o::
.

- 

-

然

も1

步

を
0
i
0 
0
的
駔
合
主
義
，に
；就
：ズ
、觀

寧

を

下
S
ん
が
、此
組
合
が
技
工
組
命
又 

は
；職
寒
的
組.合
，に
對
し
て
、相
違
す
る
所
は
決
し

5

度
の
問
題
に
：非
ず
、寧
ろ
性
質
に
於
て
、相 

違
す
る
乙
ビ
の
大
な
る
を
知
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。；
産
業
的
組
合
主
義
が
英
國
に
發
生
し
た
る 

來
歷
に
就
て
は
、後
に
之
を
論
述
し
、今
は
其
性

.質
に
就
て
一
言
せ
ん
に
、產

0
的
組
合
主
義
の
主 

張
者
は

.今
日
の
社
會
を
支

.配
す
，る
に
、駔
合
所
腸
員
，の
圓
結
を
以
て
.し
、勞
働
者
階
級
の
爲

め

に

、
 

產
業
を
支
配
す
る
の
權
能
を
擧
げ
て
、主
：義

*
の
'掌
.裡
!:
移
さ
ん

w
し
、從
來
の
如
く
勞
働
潘
を

し
て
資
本
主
義
と
妥
協
せ
し
む
る
の
餘
地
を
認
め
ず
、又
國
家
が
如

:
-何
に
改
造
甘
ら
る

、

も
國 

家
と
產
槳
の
管
理
權
を
分
擔
す
る
こ
と
：を
欲
せ
ざ
：る
な

b:
°

而
し
て
彼
等
の
.胸
臆
に
懷
抱
す 

る
新
組
：織
の
社
會
の
進
む
に
就
で
、其
取
ら
ん
と
す
る
方
法
に
關
し
て
は
*所
說
の
ー
致
を
見
る 

能
は
ず
。
或
る
潜
は
勞
働
遨
階
.級
の
政
治
運
動
を
以
て
蜜
本
主
義
的
國
家
を
改
造
す
る
に
必 

要
な

$

ビ
す
れ
ど
も
、他
の
者
；は
勞
働

*

の
I政
治
に
干
與
す
る
を
好
ま
ず
、彼
等
を
し
て
單
に
章 

業
上
の
武
器
を
有
す
る
に
止
め
し
め
ん
と
す
。

;'
斯
の
如
く
取
る
可
き
手
段
に
就
て
は

#
愿
の 

相
違
す
る
も

.の
ぁ

K
y ^
雖
も
、其
孰

n

に

®

す
る
，を
問
は
ず
、產
業
的
粗
合
主
_
器
の
主
張
す
る 

所
：を
以
て
す
れ
ば
、

«

エ
«
を
に
廣
く
熟
練
不
熟
練
兩
種
の
勞
働

*

を

»

羅
し
、職

H

組
合
を
以 

て
-階
級
鬪

0

の
具
に
充
て
ん

S
す
る
の
 

一
0

に

於

て

逢

も

異
な
る
，所
あ
る
を
見
す
。

即
ち 

彼
等
の
見
解
を
以
て
す
れ
咚
從
來
の
如
ぐ
#
顧

*

申
#

働
上
に
熟
練
を
有
す
る
*
の
み
が
集 

禮
て
職
業
.的
組
合
を

•組
織
，す
る

1

方
に
、不
熟
練
勞
働
者
亦
別
種
の
組
合
を
組
織
し
«
«
共 

u

勞

»

翁
ビ
稱
す
る
：

1
大
.階
級
に
樹
す
る
に
拘
は
ら
ず
、前

*

0,
勢
ガ
を
以
て
、時
に
後
蒋
を

* 

迫
す
る
は
不
合
理

S

だ
し

•

も
の
と
す
可
く
、斯
る
勢
働

*

階
級

G
於
け
る
褪
別
の
存
す
る 

技
於
て
は
、到
底
其
踏
級
の
；利
益
を
發
揚
す
る
：能

«

ざ
る

-を
.以
て
、
!a
.し：
(
.斯
•

種
別
を
一

.掃
し
、
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階
級
を
基
礎
ビ
し
で
設
立
せ

&

れ
た
る
組
織
の
內
に

..

是
等
を
抱
擁
せ
し
め
ん
ミ
ず
る
も
の
、即 

本
產
業
：的
組
合
の

.眼
目
と
じ
て
袼
に
重
要
舰
せ
ら
る
く
所
な

P

O

故
に
資
本
的
生
產
組
織
に 

:對
ず
：る
武
器

ビ

し
て
見
る
ビ
き
は
、産
業
的
組
合
に
大

.な

^

戰
鬪
力
の

.存

ず

る

こ

ど

を

否

^

す 

可
か
ら
ず
。
逄
れ
此
姐
合
主
義

#

の
產
業
的
組
合
に
認
む
る
第

.一
の
畏
所
な
公
。
即
ち
今

：

U

 

',
0
資
本
主

_

な
を

も

の
は
、團
繼
的
に
資
本

.家
を
蒐
集
し

•集
合
的
に
資
本
を
徵
收
し
て
、以
て
大 

規
'模
の
生
產
を
營
み

’之
に
必
要
な
る
勞
働
潘
を
使
役
ず
る
以
上
は
、勞

働

考

も

一

集

!®
を
爲
し 

V
、

以
て
資
本
家
に
，當
ら

b

る
可
か
ら
す

0

然
る
、に
，從
來
の
職
業
的
組
合
に
於
て
は
、資
本
の
大 

集
團
に
對
し
て

¥

、ぅ
可

,

實
；ヵ
を
缺
き
、資
本

「
家
：の
：魔
手
は
往
今
に
し
て
勞
働
者
を
し
て
互
に

離
反
す
る
の
已
む
を
得
ざ
る
に
至
ら
し
め
た

.

C
N
O

丨

* 

■ 

%
. 

.

.

.

.

.

故
に
今
日
產
業
的

.紕
合
主
義
の
主
架
.せ
ら
る

 

> 論
據
の
二

 
：は
勞
,
者
ど
し
て
の
階
級
の
利 

德
を
保
饑
す
る
の
一
事
に
外
な
ら
ず
。

0

し

て

第
:•
-
•
一

 

の
論
據
ビ
す
る
所
は
斯
く
勞
働
#
喂
級 

の
發
展
し
た
る

#

合
に
產
孽
的
組
合
主
義
の
下
に
、此
階
級
を
し
て
產
業
を
管

a

せ
し
む
る

の 

希
盟
に
存
す
る

.も
の

ビ
す
。
若

.し
も
職
工
組
合
の
目
的
ど

.す
る
所
に
し
て
、單
に
勞
働
溝
を

®
,
 

鱗
す
る
の
一
事
に
存
じ
、又
現
在
す
る
賃
銀
制
度
は
飽
く
ま
で
も
之
を
存
領
し
ゼ
下
に
於
て
勞

働
條
件
を
改
善
す
る
に

|1
:
ま
ら
ん
か
、必
ず
し
も
職
、エ
組
合
の
細
織
を
根
抵
よ

K
V改
造
す
る
の 

問
題
.：を
生
せ
ず
、從
來
の
如
き
職
業
的
組

.合
を
以
で
、足
れ
办
ミ
す
可
し
，ど
雖
も
、職
エ
組
合
を
基 

礎
？
し
、ヌ
其
勢
カ
に
依
賴
し
て
ゝ
經
濟
紙
織
を
改
善
し

-少
な
く
ビ
も
勞
値
^
を
し
て
產
槳
界
に 

於
：け
る

@

治
の
衝

.に
，當
ら
し
め
ん

e
す

る

以
上
ば

#

來
の
如

き

範
圍
の
狭
.小
な
る
勞
働
組
合 

殊
に
一
部
の
熟
練
勞
働
者
の
み
を
對
手

W

す
る
勞
働
組
合
を
以
て
、可
な
ヶ
と
す
る
能
は
ざ
る 

な
' 

f

「

ィ
ン
ダ
ス
ト
ジ
ア
ル
-

一一 

オ
ラ
ズ
ム

』

が
如

.何
な
る
程

-.
a

ま
で
、社
會
主
義
的
思
想
の
刺
戟
を 

蒙
♦

て、發
逄
し
た
る
も
の
な

る
：
や
は
、本
論
に
於
て
論
述
せ
ざ

'る
可
し
”

從
來
の
經
濟
組
織
に 

於
て
：奮
際
の
生
產

_者
が
自
ら
生

.產
す
る
所
の
、
の
を
亨
有
す
る
能
は
ず
、賃
銀
ビ
し
て
遙
に
小 

な
る
部
分
を
亨
有
す
る
に
止
ま
り
、生
産
物
ご
賃
銀
と
の
差
額
は
資
本
家
階
級
の
所
獨
ビ
爲
办
、
 

■生
.產
蒸
の
■幸
福
や
快
樂

よ

.り

も
、此
階
級
の
豐
滿
を
期
す
る

Z

ど
，が
、寧
ろ
經
濟
組
織
の
目
的
と 

爲
れ

b

o
即
ち
資
本
：主
義
な
る
も
の
は
社
會
に
於
け
る

11
て
の

A

が
：衣
食
住
に
豊
に
し
て
、文 

明
生
活
の
.利
益
に
浴
す
る
こ

€
を
.希
，は
ず
、所
有
階
級

It
■居
る
遨
に
奢
侈
と
權
勢
と
.を
加
ふ
る 

こ
と
を
欲
す
る
に

‘過
ぎ

.ず

。：

此
.
根

本

的

事

實

よ.‘
6
,
近
代
文
：明
を

.苦
'レ
む
る

弊
喾
は
藤
成
せ
ら
：
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證
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論

g

英
樹
-の
{
ィ
ソ
^
ス
ト
j

t
/v
.、
ユ
コ
ォ
ニ
ズ
ム

〕

-

m
l姚

H
四

る

、
も
の
ビ
す
可
し
。
'
從
來
の
職
エ
組
合
の
如
き
、之
に
属
す
る
を
得
る
勞
働
.者
に
或
る
利
益 

を
與

.ふ
厶
に

|1
:
咬
6
、總
て
の

#

働
漭
：を
し

.て
同
機
の
利
益
を
亨
受
せ
し
む
る
の

k

な
き
も
の 

匕
す
れ
ぱ
，之

it
對
抗
し
て
、總
：V

の
.勞
働

■

を
對
手
ミ
す
る
產
業
的
組
合
の
虫
義
の
主
張

•せ.：ら
 

る
は
僩
然
に
非
ざ
る
な
‘匕

-

’
ン

八

^
ノ

:

'

:

.

s 

h

 

.

然
ら
ば
英
國
に
於
て
、

「

ィ
ン
ダ
ス

ト
リ
ァ

ル
、ユ
ン
一
ォ

-
ズ
.
ム」

が
發
達
の
緖
に
就

&

/a
る
は
、如 

呵
仏
る
時
期
に
し
て
、又
如
何
な
る
事
情
の
下
に
、其
端
を
發
し
た
石
も
の
な
る
か
。
蓋
し
千
九 

W

十
年
ょ

b

間
十
 

一
..
年

に
^

る
、間
^

國
.

に
於
て
は
物
價
の
騰
貴
に

「

對
し
て

^

銀
上
進
せ
す

#

 

働
*

は
生
活
の
困
難
に
驅
ら
れ
て
、現
狀
に
滿
足
す
る
能

4

ず
，紕
合
所
屬
勞
働
潘
の
如
き
、其
幹 

部
：S

意
嚮
に
反
し
て
感
冷
同
盟
罷
業
を
就
み
、世

^

を
擧
げ
て
、勞
働
不
安
の
狀
態
に
陷
ら
し
め 

た
り
。：然
も
此
期
間
各
種
の
職
エ
組
八

a

は
互
に
接
近
し
來

: !
>:

、一
方
に
木
熟
練
勞
働
蒋
の
利

®

 

i

全
然
間
却
せ
ら
れ
ず
、彼
等
の
：陬
に

_

結
を
詨
く
る
の
機
運
を
生
じ
>他
の
一
方
に
ク
キ
リ
ャ 

气
デ
キ
ー
、へ
.ィ
ゥ
ッ
ド
氏

(

合
衆
國
に
於
て
最
も
急
進
的
意
見
を
禅
す
る

.西
部
坑
夫
組
合
聯
合 

會
書
記

)

の
千
九
西
ナ
年
英
國
を
訪
問
せ
る

'1
:
次
ひ
：で、ト
ム
，マ
ン
庆
は

■濠
洲
よ

&
歸
國
し
、勞
働

#-
,に
向

->
て、播
今

0-
'新
廣
奪
を
敎
示
し
た

.

.が
咸
年

：
0

ン、チ
レ

r 

>
 

氏
の
，
®

_
に
依

6
、左
記
の
決
議
案
を
可
決

^

局
部
的
職
土
組

.合

.̂;
:举
行
制
度
へ
を
以
て
し

"て
は
现
代
寶
本

「

主
：
'義
の
簿
食
的
勢
力
全
闘
ひ
：て、

. 

.—— 

•
 

:::

成
功
を
收

.

む
.
る
，能
ば

^

、旣
往
雄
に
瑰
，在
：

.に
於
.

け
る
局

.

.

.部
的
秦
ェ
；組
.'合
の
效
果
は
之
を
承
認 

す
れ
ど
も
，本
食

_

は
恭
し
も
现

#

の
諸

「

組
合
が
諸
種
の
產

.

業
に
.
於
そ
併
合
せ
ら
れ
、斯
く
併 

.

合
せ
ら
：れ
た
る

t t
~

合
の
，選
：舉
に
修
る
中
心
的
業
務
熱
行
委
員
會
を
戴
き
、

^

つ
如
何
な
.る
產

業
に
も
，同
盟
酿
業

®

6

、同

盟

解

傭

，の
：起
れ
、る
場
合
'

に
は
#

同
し
て

:

行
動
ぐ
す
-

る
，の
權
能
を
致

■.
 

...

;

し
一
部
に

M

れ
る
利
寄

?>
.全
'部
の
利

#

と
す
る

0*
狀
0

に
.進
ま
ん
か
、

®

に
.大
な
る
•效
舉
を 

舉
げ
•又
勞
働
者

©'
*

放
を
録
速
な
ら
し
む
る
を
輝
べ
し
。

'-
:故
に
本
蕾
議
ば
對
議
院
攀
員
谱 

を
し
て
英
國
に
於
げ
る
總
て
の

_

合
に

IM
J

つ「

て
、上：

.記
の
，
_
贈
に
對

.す

.

「

な
意
見
を
釓
し
-洱
つ 

合
併

.の
一
般
的
託

8£
'に
着
手
ず

.る
：乙
ぜ
を

1|
吿
せ
し
む
る
の
必

，̂

¥

■

.故
に
英
國
に
紙
め

v
「

ィ

v

ダ
U
ス
t

■グ 

ォ

it 

*

ス
ム
し
の
思
想
ゼ
導
ミ
且
づ
之
を

.

.職H

 

一
組
：合
大
會
の
決

_

に
；上
ら
し

.む
る
に
至

.れ
る
も
の
は
、即
ち
ト
ム
ノ
マ
：：ィ
莩
ら
？
'
，
シ
は
千
八
餘 

苯
十
‘六
年
フ

r

ゥ
.
.千
ッ
ー
ク
，シ
：
>
,
r 

.

に
生

^
十
：歲
の

.時
、鑛

，山
ン
の
勞
.働

お

就

：き

、
十±.
:歲

(:
'し

て

：':見

'(

rt
s 

;
.論

.耽
' 

:英.國
€「

ィ
ン
.̂
ス
ト
”
>
:)v
2 

?
.ニ
ネ
ム

J 

第
一
，蛾

0



',
第

十

四

狡(

三
-
，
V

輪

E

英
幽
の

「

ィ
ゾV

ス
ト
”
；

オU
K

ムj: 

第
：
一

號

ン

三
^

麵
機
械

±:
.に
轉
じ
た
：：る
が
，當
時
機
槭
，

H

は

日

曜

’
.日
0:
發

«
廢
止

:̂
勞
儆
：時
間
の
短
縮
ビ
に
依 

て
、日
常

.生
|活
上

.に
休
暇
を
收
蛉

#
,た
る
時

/な
り
し
：を
以
て
、マ
ン
は

■此
機
會
を
利
用
し
て
、

to
當パ 

の
敎
胄
を
受
け
、チ
八
、再
八

.+:
九
年

•の
%

斯
從
業
老
の
同
，监

{1
業
に
も

1船

渠

人

.夫

の

同

煺

褪

業
 

d

活
_

し

て

、勞
.働
ー
界
0
爲
め
に
力
を
致
し
、次
ひ
で
'運
送
業
人
夫
職
合
會
の

，

長

に
推

3
れ
、

歐
洲
大
陸
の
諸

#

灣
を

8
.察
じ
、千
九
胃
一
年
に
は

^

洲
殖
民

_

を
巡
靡
し

.た
り
。

マ
ン
の

M

....
 

.

.

. 

.
.
.

想

^

大
■な
る
動
梅
を
來
し
た
る
は

.、此
時
に
し
て
、濠
洲
に
出
發
す
る
前
ま
で

*

院
政
策
ビ
職
、エ

’
 

組
合
主
義
と
を
信
，奉
し

/
a
る
マ
ン
は
英
國

.に
歸
る
や
、直
に
直
接
行
爾
を
必
製

^
0す
る

「

ィ
ン
ダ 

ス
ト
ジ
ア

タ

ス
ト
し
に

：

急
變
し
た
り
。：但
し
：マ
ン
は
現
在
の
職
工
紙
合
-の
存
立
を
危
ぅ
す
る
を 

欲
せ

:n
又
.新
組
命
を

a

織
せ
ん
ど
し
た
る
に
非
す
。

_唯
從
來
の
組
合
を
し

T
r
a尽
を
能
放

t
、
 

組
織
な
き
熟
線
な
：き

#

働

*
:を
，迎
へ
て
、紐
合
の

.

.一
員
た
ら
し
：め
ん

,
5
す
る

も

の
に
外

‘な
ら
す

o
.
 

マ
ン
が

{
-ィ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
、シ
ン

.デ
ヰ
力
？
ス
ト

」

ど
題
し
、連
績
し
て
發
行
し
.た
る
小
册
子
を 

繙
け
ば
、彼
の
信
金
に
依
て
、英

_

に
産
業
：的
組
合
主
，義

0-
:次

第

：
に
：
誘

導

：：せ

ら

：.れ

て

ギ

日

に

至

れ
 

る
ゴ
と
を
明
に
す
夺
毛

^
あ

匕

.其
第

；「

^

一
吾
.人

.0
:

理
想

.ヾ」

す
る
，
所
.ゆ
：資
本
主
義

?:
廢
止

'す
，：る
こ

2

に
.依V
、
貧

®
を
：®
滅
せ
ん

と

す

る.，

.

.

1り
ャ
4

H

®
解
せ
；
b
る

、
.職
工
紙
合
主
義

?>
如
き
も
の
-.を
以
て
；せ
ん
か
、到
底
勞
：.働
薪 

を
解

.放
す
る
能
は

.
t
p 
其
：根
本
的

■
點
は

,'
|
千

^
.の
祖
合
ギ
顧
部
的

‘性
毀
を

'有
し
、勞

«
翁 

踏
ー
級
と
し
ヤ
の
ソ
，フ
ダ
リ

.テ
キ
.
丨
を
.缺
：き
、其
結

®

と
し
、て
科
學
的
，に
階

'級
_

爭
を
行
.ふ
の 

:

機
關
を
利
用
す
：る
能
は

.ざ
る
：
'
.
0事
實
：に

.存
'す
0

:
:
:

.第
三
號
に

〉

於
て
は

#

.
潜
が

«

«
に

»
:し
：て、

,
期
の
勞
働

.契
約
を

"
»結
し
、又
貸

«

堦
，率
ー
を 

.傭

*

に
.
.
.
要
求
.
•ず
る
'
.にV

當
6
.豫
吿
を
與

：

ふ
'る

0

一一 

點
を
，響

'吿
し
.て【

資
.本
家

}1
.鄭

重

R
It
吿
を
0
 

へ
、ら

る

、

を#
.貨

士
.じ

®,
:吿
：
期

限

の'經

過

し

た

：：る
，
際

，
に
、擎

働

群

.の

要

本

 

の
痛 

瘁
を
戚
，
ざ
る

■.程
度
rに
，物
資
を
：貯
：藏
す

7る
の
手
段
を

«

ず
る
を
常
と
す

」

ビ
云
ひ
、第
四
號

R
於 

て
'
!

f.

熟
練
勞
働
考
ミ

.不
熟
練

.勞

働

者

と

の

：，連'帶

0'
:必
嬰
を
へ
*.
說
し
そ

^
'棘
梦
働
潜
■

ニ
の 

任
務
.は
来
熱

.練
'勞
徽
若
の

.：貴
鍊
：に
對
し
て
、實

«
的
|增
率

.を
加
：ふ
る
の

」

事
に
し
て
、斯

‘

く
：
：

て
.傭
 

考
の
最
强
の
武
器

/

VJ:

ず
る
所
を
奪
ぅ
は
、熱
麟
勞
働
遨
自
身
の
利
益
，

-な
ふ
と
云

S

に
大
英
社 

食
拔
主
緣
公
脱
退
す
る
に

「

當
シ
、
マ
y

は
左
の
言

'̂
a
,て
.、議

...
：院
政
策
の
勞
慟
述
動
に

«
*
.
:の利

.
 

:益
を

.與
ふ

'る
に
足

'ら
ぎ
へ
る
所

•以
を
明
に
じ

(：

た-CN。

日
く 

..

後

®

な

a
.考
量
を

_

次
ギ
後
：伞
は
：何
故
に
，英
國
は

M

け
る
'職
土
：：組
合
：主
：義
の
連
動
が
無
效

';
-
:
^
4
-
四
怨

(

三
ヤ

〉

Z 
,0.
,.說

，籥

；の

ス

.ト
ヤ

.ヤ：
？
 

5
.
A
J 

.

.
'

第

て

號

H
七
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m

英
間
のr

ィ
ノ
ダ
ス
トVづ
ャ
，ル-ユ
：1ォ
-'
メ
ム」 

第1

跳

：

一

I

八

I
:
力
•の
狀
漉
に
房
る
や
の

®

由
.を
.尋
ね
て

#

働

#
'が
_

_
政
策
を
過
童
禪
す

‘

：0
結
果
に
外 

な
ら
ざ
る

Z

年
を
確
め

^

分
。
今
日
勞
働
逑
動
又
は
社
會
主
義
運
動
に
干
與
す
る
思

E

ぁ 

る
靑
年
は

'地
方
議
會
に
地
位
を
得
る
：か
、政
府

'の
.官
職
に
就
く
が
、或
は

®

皞
に

_

席
を
#
る 

か
に

^

て
意
を

^

し

つ

、
ぁ
る
ル
、蔽
，ぅ
可
か
ら
ざ
る
事
實
，な
る
が
、斯
の
如
く
し
て
經
濟
上

の
.自

il
l
は
決
し
て

—

せ
&

る
可
き
も
の
：に
非
ず
。
玆

I;
於
；て

.か

.余
は
直
锋
產

m

ff
i

織
.を
：

.

.

.

.

. 

;

設
け
、之
を

.

方
’

便
.
ビ
し
：て、勞
働
者

.
を
し
て
資
本
制
填
を
破
壤
せ
し

.
め
、產
；業

上

難

に
)1

|::會上
の 

述
命

.

を
’
.
.支
配
す

」

る
.

の：地

.

.位

.
'に
.
.立
.

.

^

.し
^

.

る，こ

^

.

^

'期
'
.す
。

マ
ン

1

派

が

現

在

：の«

濟
祖
織
の
下
に

_

じ

つ

、

ぁ

各

«

^

耝

合

の

行

動

を

不

碑

足
 

職
工

.組
合
を
改
造
し
、平
に
改

.造
せ
へ
ら
れ
た
る
職

1
駔
会
を

^

じ
て
、勞
働
：者
自
ら
産
業
を
支
配

_
 

せ
ん
ビ

す

る

思
想
を

«

抱
し
た
：4

は
、上
骶

0
:女
寧
に
據

1:
、|̂
自
に
し

‘
.て，恰
も
今
罔
の
歟
洲
戦 

華
を
機
？

し

'て
、歐
米
諸
國
に
發
生

.し
來

!)
'
.た
る
«
思
想
に
對
す
る
先
驅
ど
爲
れ
る
の
觀
ぁ 

P

O

而
し

V

マ
ン

1

派
が
斯
く
早
く
產
舉
組
織
の
苹

«

欠

主

張

し

冷

る

，は
、

«

エ
駔
命
に
■
す 

る
不
滿
见
と

_

院
政
治

.の
不
徹
底
と
に
基
く
も
の
な
ら
。

即
ち
>
.
.
|
?
フ

ト

ベ

ラ

ズ

ム

に
 

於V

は
勿
論

オ

ツ

キ
ュ

I

。へ

1

ソ

ョ' 

ナ

ル

.、
ュ
f
オ
ム
ズ

A

.

:

に
，於
て
も
、埤
に
其
職
ェ
組
合
^

名

以
上
は
、制
限
的
條
件
の
恪
守
は
當
然
の
數
に
し
て
、職

H

組
合

0
 

0

の
勞
働
者
を
し
て
勞
働
潘 

中
の
貴
族
的
階
級
に
居

&

し
め
、斯
く
て
勞
慟
者
と
稱
ず
る

一

階
級
中
に
於
て
、利
害
の
栩
反
撥 

す
る

ニ

樋

の
階
級
を
生
す
る
に
至
ら
し
む
る
の
弊
を
免
が
れ
す
。：
職

業

的
職
ェ
組
合
に
此
弊 

の
#

，ぅ

も

の

あb W

す
れ
ば

’之
に
對
す
る
反
動

W

し
て

「

ィ
ン
ダ
ス
ト

y

ァ
ル
、ュ
二
オ
ラ
ズ
ム

j 

の
主
張
せ
ら
れ
、又
勞
働
者
殊
に
職

.

H

紐
合
の
利
益
に
浴
せ
ざ

る

勞
，

S

依
て
、要
求
せ
ら
る 

、
こ 

'
の
偶
然
に
非
ざ
る
を
知
る
可
き
な

b
。
而
し
て
此
事
た
る
、獨

b
英
國
に
於
て
然
る
に 

非
す
，合
衆
國
に
就

P

も
亦
同
，欉
の
趣
の
存
す
る
こ

VJ.

を
認
む
可
し
。
，
蓋
し
'千
九
百
六
年
九
月 

ァ
ィ
、ダ
ブ
リ
ユ
ー
、ダ
ブ

y

ュ
丨
の

§

ー
囘
大
會
開
催
せ
ら

.
る
ゝ
ゃ
、將
*
の
勞
働
運
動
に
關
す 

る
方
針
に
就
て
は

.̂
激
を
欲
す
る
も
の
，と
、稼
和
を
望
む
も
の

w

の
間
に
、所
說
分
岐
し
、人
を
し 

て
典
孰
れ
に
歸
嚮
す
る
や
を
知
る
：に
苦
し

^

し
め
た
る
が
、千
九
百
八
年
の
第
四
囘
大
會
に
於 

て
は

#

働
溝
の
意
嚮
は
產
業
的
組
合
主
義
を
承
認
し
て
、動

(

所
な
く

£

の
如
き
決
_

を
添
如 

し
"
'た

^
'
0
.,
V 

 ̂

h
. 

- 

:
:
: 

•

雨
褪
階
級
間
に
於

^
は
#

闘
は
世
界
の
勞
働
者
が

}

の
階
級
と
し
て
、自
ら
組
織
を
設
け

±' 

地
を
所
有
し
，生

.產
の
機

.關
を
所
有
し
、而
し
て
賃
銀
制
度
を
廢

±
し
た
る
の
時
に
非
ざ
れ
ば
、

,

策
.十四
^
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三
九
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叫
〇
し
論
說
抵
國
の
つ
ィ

^
ダスト

”
十
べ
ユ
ニ
ず
ニ
ズ
ム」 

第r

號

四

0

興
終
熄
を
孽
む
：可
か
ら
す
。？

「

公
ボ
な
る
一
日
：の
勞
働
，へ
に
對
す
る
公
正
な
る
一
日
の
賃
銀

」

ビ：云
ふ
が
如
き
保
守
的
格
言
に 

,

代
ラ

る
に
、吾
人
は
賃
鈒
制
设
廢
北
と
稱
す
る
標
語
を
高
唱
せ
，ざ
る
可
か
ら
す
。
資
本
主
義 

:

を

】

掃
す
る
は
、勞
働

*

階
級
の
使
命
に
し

.て
、吾
人

0

間
に
產
：業

.的
に
：組
織
を
設
く
る
こ

€ 

:''
に
侬
て
、
4§.め

^

此
：使

命

を

達

す

る

を

得

，べ
し
。

.

四

.：で
'
.
:
,

產
槳
的
組
合
の
英
米
兩
國
に
於
て
、主
張
せ
ら
る
、
や
、紙
に
年
處
を
經
た
り
と
す
可
し
。
而 

し
て
其

I

M

因
が
職
業
的
職

.エ
組
合
に
對
す
る
不
信
任

K

繫
が
る
こ
ビ
は
、曩
に
之
を
論
述
し 

た

る
が
、他
の
一
原
因
は
議
院
政
策
が
勞
働

*

の
狀
態
を
救
濟
し

^

等
の

2

す
る
所
に
達
す 

る
に
就
て
、資
す
る
所
少
な
き
の
事

.實
に
存
す
る
も

0
V
J
.
す
可
し
。
蓋
し
歐
洲
諸
、國
が
普
通

0 

舉
又
は
實

©

に
於
て
之

(:

近
き
選
擧
制
度
の
下
に
議
院
を
民
主
化
す
る

R

努
め
た
る
跡
の

* 

L
<
r
b

も
の
あ
り
、；

一

方
に
勞
働
考
亦
此
機
運
に
乘
じ
て
、代
表
者
を
議
院
に
送
：

0
、是
#
代
表
者
を 

中
心
ビ
し
て
、勞
働
黨
を
駔
織
し

"以
て
政
界
に
勢
力
を
張
る
ビ
雖
も
、從
來
の
勞
働
黨
な
る
：も
の 

が
果
し
て
勞
働
者
の
眞
正
に
必
耍
匕
す
る
所
を
代
辯
し
た

K
yや

ビ

云
へ
ば
、此
點
に
就
て
大
な

る
疑
を
挾
ま

h

る
を
得
す
。

沍
今
ロ
の
議
院
な
る
も
の
：は
，制
限
斧
擧
制
度
_の
國
に
於
て
は
勿 

雜

«

通
選
擧
の
國
に
於
て
も
，世
人
の
希
搫
す
る

'程
度
ま
で
、比
主
的

.

3

る
を
得
ず
、寧
ろ
資
本
主 

雜
の
：下
に
存
在
す
る
諸
，
度
の
一
部
ビ
爲

b
、ff
i

て
勞
働
者
に
產
業
を
管
理
す
る
の
權
利
を

» 

へ
す
、又
勞
働
溝
を
し
て
其
摩
出
し
た
る
當
に
就
て
、公
正
な
る
分
配
，に
與
ら
し
む
る
に
非
す
、總 

て
富
を
生
鹿
す
る
機
關
を
擧
げ
て
、勞
働
对
の
所
有
に

B

せ
し
め
ん
ビ
す
る
に
も
非
ず

、

;^
^

M 

在
の
，經
濟
組
織
を
維
持
し
、鹜
本
家
を
し
て
依

®
勞
働
潴
を
統

_

す
る
：の
地
位
に
居
ら
し
め
ん 

ビ
す
る
の
常
な
り
。

：

斯
の
如
き
狀
能
の
下
に
、勞
働
者
が
職

X
組
合
又
は
其
_職
合
貪
の
政
治
的 

連
動
に
依
賴
し
て
、之：に
安
ん
ず
る
が
ぎ
き
、痴
入
の

^

と
異
な
ら
ざ
る
の
嘆
ぁ

& 

Sす
可
し
。

我
し
も
今
日
の

th
會
に
於

V
、

富
の
公
正
な
る
分
配
に
就
て

.進
歩
の
徵
候
ぁ
办
、又
多
數
人
民 

の，：主：活

.

.狀

®.
の
改
；善
せ

.ら
る

.：S
鐵

a)
.£>
:
ん
力

il
l
人
は

-I
t

會
改

a

I:
關
す
る

.ff
i

l̂
36
に
我

«:
の
，
 

政
策
の
將

•來
に
反

«

せ
ら
る

.ゝ
こ
ビ
に
侬
て
、現
在
の
社
會
的

0

害
を
除
却
し
、而
し
て
貧
困
の 

絕

«

な
.る
、又
機
會

.自

等

の

，，
確

實

な

る
ft
會
の
出

Jj
i

を
望
む
を
得
ベ
し
と

al
も
、資
本
主
義
國
の 

多
'く

^
-通
じ
て
、

4

日
現

.に
行
は
れ

.
つ
、
ぁ
る
富
の
：分
配
に
關
す
る
事
實
に
就
で
見
れ
ば
、上
記 

の
#•
鐵
の
笙
想
に
過
ぎ
ざ
る
こ
ビ
を
知
る
に
雞
か
ら
す
。
地
代
利
测
等

0
形

■

に

於

て

、
一：
部

牟

W

#(

四
-〕

騄

飒

英

國

の「

ィ
ン
ダ
ス
ト”
ャ
ル
、ini 

J
r メ
ム.

J
.
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•

,
の
辑
良
に
領
有
せ
：ら

る

、
甯
は
國

®

大
部

#

を

占

，め
、
一

方

に

低

廉

な

る

賃

銀

.の
F 

re
衣

®

せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
勞
働
潘
の
數
は
敢
て
少
な
し
、ビ
せ
ず
。
熟
練
勞
働

«

の
賃
銀
、勞 

働
時

««
並
.に

一.

般
の
坐

0

i

點
が
近
年
著
し

<

上
進
し
た
る
は
、職
エ
龃
合
の
勢
力
ミ
祉
會 

が
立
法

V」

•の
然
，
£
,し
‘
め
'た
る
も
の
な

.
b
ど
雖
も
、然
も

.、其
結
果
に
就

'1
'
见
れ
ば
'
部
分
の
勞
働 

新
を
悲
慘
な
る
境
遇
ょ
り
脱
出
せ
し
む
る
に

±

ま
办
、
&

織
を
有
せ
中
、技
術
に
不
熟
練
に
し
て
、
 

又
一
所
に
定
着
せ
ざ
る
勞
働
者
の
狀
態
を
改
良
し
た
る
を
得
た

&

や
ビ

a

へ
.ば
、&

人
&
大
な 

る
疑
を
挾

'3：
ざ
る
を
得
ず
々
職
工
組
合
の
如
き
、勞
働
者
保
護
立
，法
の
如

S
、固
ょ
り

)at
會
生
活 

を
改
善
す
る
に
必
要
な
ら
ざ

Iる
に
非
す

®
H

賠
償
法
や
、最
低
賃
銀
制
度
や
、養
老
年
金
法
の

%
,
:
 

§

も
、亦
勞
働
潘
に
有
利
な
る
影

»

を
與
ふ
可
し

^
雖
も
、其
勞
働
#
の
數
が
全
體
の
一
部
分
に 

止
ま
る
は

#

ぅ
可
か
ら
ざ
る
事
實
な
り
。

'
果
し
て
然
ら
ば
國
家
が
近
年
の
如
く
如
何
に

ft
會 

政
ず
上
の
施
設
を
講
ず
る
も
能
く
社
會
的
平
安
を
維
持
し
て
、誤
ま

&

ざ
る
を

#

る
や
^
な
る 

疑
問
と
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。、況
や
現
代
の
政
府
並
に
議
會
を
支
配
す
る
は
資
本
主
_
の
勢
力 

に
し
，
て
、取
隊
亦
資
本
主
義
を
擁
護
す
る
の
目
的
を
以
て
、其
避
退
を
決
す
る
の
®
合
少
な
か
ら 

ざ
る
に
於
て
を
や

。

,

上
記
：の
問
題
に
就
て
、日
本
に
關
係
し
れ
る
事
項
を
論
す
る
は
、本
論
の
目
的
‘ヒ
す
る
所
に
非 

t'
、否「

ィ
ン

.
ダ
.
ス
.卜
'
 

ソ
：ア

.

.ル

.
ユ：.ニ 

■ォ
三

.X.

ム
.

」

の
如

■き
、今

'
:
y 

.

の
.日
本
に

.於

■て
.
.
%
.
,
ど
'常
面
の

.關
'係
.を
.
 

袍
せ
ざ
る
の
問
輝
な

$
と
す
？

:-
,
.唯
英
米
！兩
：國
に
於
て
、近

^

ィ
ン
：ダ
ス
ト
リ
ァ
ル
、ユ
ニ
ォ
二
‘ズ
 

ム」

の
主
張

’漸
く
鄉
に
し
七

‘技
：エ
.，組
合
主
，義
ゅ
匆
論
、職
業
的
職
，エ
組
命
主
義
亦
一
般
の
賛
成
を 

傅
す「

る
能
は
，ざ
る

t
 m

れ
る
：今

’：日
、我

M

に
於
て
は
勞
働
考
團
結
權
未
だ
濟
認
せ
ら
れ

S

 

0
, 

權
の
如
き
、之
を
ロ
に
す
る
乙

.と
す
ら
、尙
ほ
危

.險
視
す
る
も
の
あ
る

1

方
に

.、勞
働
翁
'が
社
會
に 

對
し
、5

本
家
に
對
し
士

 

'要
求
す
る
所
は
；賃
銀
：の
上

進
と
.勞
働
時
間
の
®
縮
ビ
の
外
に
出
で 

t'
o 

,斯
'る
要

.求
す
ら
、容

.易
に
資
本
家
の
容
る

.、
所
ビ
爲
ら
ざ
る
か
如
含
、彼
我
の
勞
働
問
題
'に 

於
け

'る
.事
情
を
比
較
し
て
、
懸
隔
の
へ
大
な
る
も
の
あ
る
を
認
め
ざ
，る
ぃ
可
：か
ら
ず
。

英
米
雨
國
共 

に
職
工
組
合
殊
に
職
業
的
職
エ
組

‘合
に
就
て
は
、多
年
の
經
驗
を
有
し
、勞
働
潘
が
此
圈
體
的
生 

活
の
下

に
、訓
練
を
得
れ
る

こ

y
j

の

久

し

き

も
の

あ
り
0

然
も
一
朝

「

ィ
ン

ダ

ス

ト

リ

ァ

ル、ユニ 

ォ
ニ 

X

ム」

の
思
潮
、勞

*

潜
.社

#

を
風
靡
す
る
や
、資
本
勞
働
の
關
係
の

p

il
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ

る 

.

こ
と
今
日
の
如
し
と
：す
れ
ば
、職

.エ
組
合
な
く
、勞
働
者
の
全
然
無
組
織
な
る
狀
態
に
居

る

我
國 

に
於

I*
-
、一踏

「

ィ
ン
ダ
ス
ト
リ
ァ
だ
、其テ
オ
ニ
ズ
ム

J

に
進
ま
ん
ビ
す
る
場
合
に
、如
何
な
る
泥
亂 

■'に
'̂
.す
可
き

.や
、今
日

.ょ

.り
吾
入
の
戒

.，心

.を

.要
す
；る

.̂7
な
り
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